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Ａ．研究目的 

思春期の不登校、若者のひきこもりの背景に

対人関係上の問題があることが示唆されてい

る。対人関係上の困難が持続し、社会的に孤立

する状況は、生涯にわたる個人の健康へと影響

するとの報告もある 1,2)。  

対人関係によるストレスへの対処には子ど

もの時の親との関わり、特に親に助けを求めら

れる状況であったか否かが関係しており、将来

の対人関係の忌避等の行動との関連が示唆さ

れている 3,4)。 また、子ども期の地域交流の経

験も、援助を受けられるという期待に寄与する

ことが示唆され将来の対人関係にも関連する

可能性がある 5)。 

 成人期の対人関係によるストレスへの対応

と子ども期の子から親への援助要請経験の有

無の関連が、子ども期の地域交流の経験の有無

によって異なるかどうか、すなわち子ども期の

親への援助要請経験が成人期の対人関係によ

るストレスへの対処法に対して持つ効果を、地

研究要旨 

他者に援助を求める行動には、子ども期に両親に援助を求めた経験が関係するとの報告がある。

一方、近隣住民との関係の中で、他者に援助を要請するようになる可能性もある。そこで、子ど

も期の両親への援助の要請経験と成人期の対人関係を忌避する傾向の関連を調べ、その関係が地

域交流の経験によりことなるかを検討した。名古屋市の 18〜39歳を対象にした調査データ 1274

人分を分析した。子どもの時に親に援助を要請したか否か、小・中学校の時の地域行事に参加し

たか否かの変数に加えこれらの交互作用項による対人関係忌避の割合の比を男女別に算出した。

年齢・両親の最終学歴・子どもの時の母親の就労状況、経済状況、もう片方の親への援助要請経

験の有無を調整した。父親への援助要請経験と対人関係忌避との関係に関しては地域行事への参

加経験による効果の修飾は見られなかった。母親への援助要請経験に関しては、男性では、母親

への援助要請経験がありかつ地域行事への参加経験があった場合、なかった場合に比べて対人関

係の忌避が少なかった。親からの適切な援助を得ることに加えて子どもの地域交流を促すこと

で、将来の社会生活で困難に陥るリスクを緩和できる可能性があり、特に男性で重要であること

が示唆された。 
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域行事への参加経験が修飾するかを検証した

研究は知る限りない。 

そこで本研究では、名古屋市の若者を対象と

した意識・生活実態調査のデータを用いて、子

ども期の両親への援助要請経験と現在の対人

関係によるストレスへの対処の関連において、

子ども期の地域行事への参加経験による効果

の修飾があるかを検討した。 

Ｂ．研究方法 

名古屋市の平成 30 年度子ども・若者・子育

て家庭意識・生活実態調査データ(オープンデ

ータ)6)を使用した。名古屋市内に居住している

18歳〜39歳の者 10000人を対象とし 2018年に

実施された。 

対人関係の忌避は「次の中から、ふだんのあ

なたにあてはまると思うものすべてに○をつ

けてください」という質問における「他の人と

のつきあいがわずらわしい」という項目で定義

した。新名の心理的ストレス反応尺度を参考と

した 7)。両親への援助要請経験については、父

親・母親への援助要請経験の程度について「子

どもの頃のお父さんとの関係はどうでしたか 

悩みごとなどを相談した」「子どもの頃のお母

さんとの関係はどうでしたか 悩みごとなど

を相談した」という質問項目を使用した。地域

交流の程度に関しては「小学生・中学生の頃に

どのような体験をしましたか 地域の行事に

参加する体験」という質問項目を使用した。性

別、年齢、両親の最終学歴、子どもの時の母親

の就労状況、子どもの時の家庭の主観的経済状

況、子どもの時のもう片方の親への援助要請経

験についての情報も用いた。 

修正ポアソン回帰分析により、 

援助要請経験と地域行事への参加経験それぞ

れの有無別に対人関係の忌避の状態にある者

の割合の予測値を算出・図示し、効果の修飾の

有 無 を 評 価 し た 。 統 計 解 析 に は

Stata/SE15.1(Stata Corp., College Station, TX, 

USA)を用いた。 

 

（倫理面への配慮） 

使用したデータは人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針の適用範囲外であり、また、

連結できない匿名化された二次資料である点

で、倫理審査は不要であった。 

 

Ｃ．研究結果 

対人関係の忌避がある割合は男性で約 30%、

女性で約 25%であった(表 1)。男女ともに子ど

も期に親への援助要請経験があった群はなか

った群に比べて、また地域行事への参加経験が

あった群はなかった群に比べて、成人してから

の対人関係の忌避の割合は小さかった。 

父親への援助要請経験と対人関係の忌避の

関連は男性のみ見られた(表 2)。母親への援助

要請経験と対人関係の忌避の関連は男女とも

に見られた。地域行事への参加経験と対人関係

の忌避に関しては男女ともに統計的に明確な

関連を認めなかった。 

父親への援助要請経験と対人関係の忌避の

関連に対する地域行事への参加経験による効

果の修飾は男女とも観察されなかった(図 1)。 

 母親への援助要請経験に関しては、男性で、

母親への援助要請経験と対人関係の忌避の関

連に対する地域行事への参加経験による効果

の修飾が観察された(図 2)。 

Ｄ．考察 

 男性で母親への援助要請経験と地域行事へ

の参加経験の両方が揃った場合に対人関係の

忌避割合が小さい傾向にあった。この傾向は女

性では見られず、また父親への援助要請経験と

対人関係の忌避との関連については、地域行事

への参加経験による効果の修飾は観察されな

かった。 
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子ども期に親から援助を受けたことだけで

なく、成長する過程で親以外の社会や一般他者

への信頼が加わり、それらの経験が統合されて

成人期以降の対人関係に影響を与える可能性

あり、また、援助を要請する対象は成長ととも

に多様化することが考えられる。そのため、大

学生以降の男性では援助を求める対象が家族

から友人へ広がり、ストレスや援助の種類によ

っては友人の影響が家族を上回るといったこ

とが生じ、男性では地域行事への参加経験の影

響が大きく出たのかもしれない。 

 被説明変数が、妥当性の評価が限定的である

点が本研究の限界の一つである。また、回収率

が 14.0%と低かったことから分析対象者が名

古屋市在住の同世代の人々の状況を正確に反

映していない可能性がある。さらに、思い出し

バイアスが存在する可能性がある。調査時点で

対人関係の忌避の状態にある人は関連する過

去の経験を強く意識している可能性があり、関

連を過大評価している可能性ある。 

 

Ｅ．結論 

対人関係の忌避を抑制する上で、特に男性で

は、子ども期の母親への援助要請経験に加えて、

地域行事への参加経験があることの重要性が

示唆された。例えば、親子関係の改善だけでは

なく、地域における社会関係資源（ソーシャル

キャピタル）を醸成し、子どもが地域で多様な

人々と交流しやすい環境を整えることで、子ど

もが将来対人関係の忌避が生じやすい傾向に

陥ることを予防し、社会生活を円滑に送りやす

くなる可能性がある。また、地域交流を促進す

る際には、母親、父親との関係性を考慮し、親

子関係の向上につながるような地域交流の施

策を実施することで格差へ配慮できるかもし

れない。 
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表 1. 分析対象者の属性 

SD = Standard Deviation (標準偏差) 

 男性 女性 

 

対象者 

全体 

うち対人関係

の忌避あり 

対象者 

全体 

うち対人関係 

の忌避あり 

n = 490 
n = 137 

28.0% 
n = 784 

n = 192 

24.5% 

 
n (%) or  

mean [SD] 

 
n (%) or mean 

[SD] 

年齢 
30.37 

[5.96] 
31.03 [5.32] 

30.16 

[6.00] 
29.69 [6.08] 

父親の最終学歴 大卒以上 218 51 (23.4%) 351 85 (24.2%) 

                大卒未満 234 68 (29.1%) 375 84 (22.4%) 

        不明・無回答 38 18 (47.4%) 58 23 (39.7%) 

母親の最終学歴 大卒以上 107 28 (26.2%) 129 31 (24.0%) 

        大卒未満 345 96 (27.8%) 624 153 (24.5%) 

        不明・無回答 38 13 (34.2%) 31 8 (25.8%) 

子どもの時の主観的家庭経済状況 苦しかった 80 31 (38.8%) 144 34 (23.6%) 

                        苦しくなかった 395 100 (25.3%) 629 152 (24.2%) 

                不明・無回答 15 6 (40.0%) 11 6 (54.5%) 

子どもの時の母親の就労 あり 179 47 (26.3%) 260 64 (24.6%) 

            なし 294 83 (28.2%) 496 119 (24.0%) 

            不明・無回答 17 7 (41.2%) 28 9 (32.1%) 

子どもの時の父親への援助要請経験 なし 362 119 (32.9%) 578 150 (26.0%) 

                 あり 128 18 (14.1%) 206 42 (20.4%) 

子どもの時の母親への援助要請経験 なし 189 68 (36.0%) 183 64 (35.0%) 

                 あり 301 69 (22.9%) 601 128 (21.3%) 

子どもの時の地域行事への参加経験 なし 102 36 (35.3%) 136 41 (30.1%) 

                 あり 388 101 (26.0%) 648 151 (23.3%) 
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表２. 子ども期の親への援助要請経験・地域行事への参加経験等の属性による対人関係の忌避の割合の比 
 

男性 (n = 490) 女性 (n = 784) 

 単変量解析 多変量解析* 単変量解析 多変量解析* 

  父親 母親  父親 母親 

 PR(95%CI) PR(95%CI) PR(95%CI) PR(95%CI) PR(95%CI) PR(95%CI) 

子どもの時の父親への援助要請経験あり(参照：なし) 0.43(0.26-0.70) 0.58(0.20-1.66) 0.53(0.32-0.89) 0.79(0.56-1.11) 1.10(0.51-2.34) 0.89(0.62-1.27) 

子どもの時の母親への援助要請経験あり(参照：なし) 0.64(0.46-0.89) 0.79(0.55-1.13) 1.29(0.65-2.54) 0.61(0.45-0.82) 0.62(0.45-0.86) 0.76(0.39-1.45) 

子どもの時の地域行事への参加経験あり(参照：なし) 0.74(0.50-1.08) 0.79(0.53-1.20) 1.10(0.62-1.96) 0.77(0.55-1.09) 0.89(0.60-1.33) 0.98(0.54-1.78) 

子どもの時の父親への援助要請経験*地域行事への参加経験  0.86(0.26-2.82)   0.77(0.33-1.79)  

子どもの時の母親への援助要請経験*地域行事への参加経験   0.51(0.24-1.11)   0.78(0.38-1.63) 

年齢 1.02(0.99-1.05) 1.02(0.99-1.05) 1.02(0.99-1.05) 0.99(0.96-1.01) 0.98(0.96-1.01) 0.98(0.96-1.01) 

PR = Prevalence Ratio (割合の比)、CI = Confidence Interval (信頼区間)  

* 子どもの時の父親への援助要請経験、子どもの時の母親への援助要請経験、父親・母親への援助要請経験それぞれと地域行事への参加経験の交互作用項に加えて、年

齢、父親の最終学歴、母親の最終学歴、子どもの時の家庭経済状況、子どもの時の母親の就労状況を調整 
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図 1. 父親への援助要請経験・地域行事への参加経験それぞれの有無別の対人関係の

忌避の割合の予測値 

   

エラーバーは 95%信頼区間。p 値は交互作用の p 値。 

 

 

 

図 2. 母親への援助要請経験・地域行事への参加経験それぞれの有無別の対人関係の

忌避の割合の予測値 

 

エラーバーは 95%信頼区間。p 値は交互作用の p 値。 

 

 

p = 0.799 


